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１　県内の主な姉妹（友好）提携状況

 (1)　県及び市町村の友好提携状況

団体名 提　　　携　　　先 提携年月日 提　携　の　経　緯　等
提携時の
自治体名

富山県 中華人民共和国･遼寧省 1984. ５. ９
産業拠点
（廖承志中日友好協会会長の来訪）

ブラジル連邦共和国･サンパウロ州 1985. ７.18 県出身者の移住

アメリカ合衆国･オレゴン州 1991.10.19 気候風土･自然環境の類似

ロシア連邦･沿海地方 1992. ８.26 貿易･人的交流

富山市
ブラジル連邦共和国･サンパウロ州･
モジ・ダス・クルーゼス市

1979.11. ８ 地元企業の進出（不二越）

中華人民共和国･河北省･秦皇島市 1981. ５. ７
港湾都市
（廖承志中日友好協会会長の来訪）

アメリカ合衆国･ノースカロライナ州･
ダーラム市

1989. ６.13
研究･産業都市･テクノポリス･
リサーチトライアングル

オーストラリア･ニューサウスウェールズ州･
ダボ･リージョナル･カウンシル
　　　　　　　　　　　　（旧ウエリントンカウンシル）

1992. ８.24 少年少女海外派遣事業等での交流 大沢野町

高岡市
ブラジル連邦共和国･サンパウロ州･
ミランドポリス市

1974.10.19 地元企業の進出（北陸アルミ）

アメリカ合衆国･インディアナ州･
フォートウェーン市

1977. ４. ８ 都市の類似性（産業構造・規模）

中華人民共和国･遼寧省･錦州市 1985. ８.10 教育交流を機に発展

射水市 台湾・台北市士林区 2019. ７. ９ 射水平野土地改良区と台北市七星農田水利会の交流

魚津市 タイ王国･チェンマイ県･チェンマイ市 1989. ８. ８ 地元企業の進出（北陸セラミック）

氷見市 中国浙江省寧波市寧海県 2020.10.14 医療福祉の分野での短期研修受け入れ等

台湾高雄市鼓山区 2020.12.05
市出身実業家の鼓山区での功績（浅野総一
郎）

滑川市 アメリカ合衆国･イリノイ州･シャンバーグ市 1997. ７. ４ 地元企業の進出（スギノマシン）

黒部市
オランダ王国･フリースランド州･
スドウェスト・フリースラン市

1970. ９.10 地元企業の進出（ＹＫＫ）

アメリカ合衆国･ジョージア州･メーコン市 1977. ５.10 地元企業の進出（ＹＫＫ）

砺波市 トルコ共和国･ヤロバ県･ヤロバ市 1989.10. ３ チューリップの産地と原産地

中華人民共和国･遼寧省・盤錦市 1991. ４.25 スポーツ･農業･議会等の相互交流

オランダ王国･南ホラント州･リッセ市 1992. ４.21 チューリップを通した相互交流

南砺市 1983. ３.21 松村謙三生誕地･周恩来原籍地 福光町

2005. ４.20 （南砺市として、再協定を結ぶ。）

ギリシャ共和国･フォキス県･デルフィ市 1986. ６.14 演劇祭･ギリシャ悲劇（姉妹提携） 利賀村

1989. １.11 そばの里と原産地（友好提携） 利賀村

1996. ３.23 友好提携から姉妹提携へ

アメリカ合衆国･ニュージャージー州･マルボロ町 2003. ５.14 中学生派遣事業･国際交流招請事業 城端町

2003.11.28
地元企業の進出（川田ニット）
(友好交流関係締結についての協議書調印)

城端町

2005. ４.18 (南砺市として、再協定を結ぶ。）

立山町 大韓民国・ソウル特別市江北区 2005．４.19 町長・町議会の訪問・交流

入善町
アメリカ合衆国･オレゴン州･
フォレストグローブ市

1989. ５.12
地元企業間の技術者交換研修プログラムの開
始（富山ＮＥＣ･テクトロニクス社）

中華人民共和国･新疆ウイグル自治区･哈密市 1997. ６. ５ 特産物を通じた交流（スイカとハミウリ）

   ※ 中国との提携は姉妹都市（県省）ではなく、友好都市（県省）という。

　海外の団体との姉妹（友好）提携は、国際交流を推進する有効な手法であり、富山県内においても、県、市町村をはじ
め、国際交流団体、教育機関等、多数の団体が行っています。
　県は、昭和59年に中国・遼寧省と、昭和60年にブラジル・サンパウロ州と、平成３年にアメリカ・オレゴン州、そして平成４
年には、ロシア連邦・沿海地方と友好県省（州）の締結を行ったほか、令和７年３月現在、県内の11市町が25都市と友好
提携を結んでいます。

中華人民共和国･浙江省･紹興市

ネパール連邦民主共和国･ムスタン県･ツクチェ
村

中華人民共和国・浙江省・寧波市・鄞州区

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２　富山県の協定等締結状況

部 海外自治体･機関等 締結年月日 協定等の名称

1984. ５. ９
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省と
の友好県省締結協定書

2009. ５.17
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省の
互恵協力と共同発展のための協定書

2014.10.19
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省の
交流･協力関係の深化のための協定書

2018.８．６
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省の
交流と協力の深化に関する覚書

2018.４.２
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省と
の揮発性有機化合物（VOC）削減技術普及
のための協力事業の実施に関する覚書

2024.5.15
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省の
交流と協力のさらなる強化に関する覚書

中華人民共和国･広東省 2010. ５.10
日本国富山県と中華人民共和国広東省と
の間の観光協力･交流協定書

ブラジル連邦共和国
サンパウロ州

1985. ７.18
日本国富山県とブラジル連邦共和国サンパ
ウロ州との友好提携協定

1991.10.19
日本国富山県とアメリカ合衆国オレゴン州と
の友好県州締結協定書

2022.８.４
経済分野等における交流と協力に関する
覚書

1992. ８.26
日本国富山県とロシア連邦沿海地方との友
好提携協定書

2017. ７. ７
日本国富山県とロシア連邦沿海地方の貿
易･経済、人的及び文化交流・協力のため
の協定書

1993. ２.10
日本国富山県と大韓民国江原道との間の文
化芸術及びスポーツ分野の交流協力に関
する議定書

2023.11.3
富山県と江原特別自治道の友好交流と協
力に関する協定書

2015.12.11
日本国富山県とインド共和国アンドラプラデ
シュ州の交流･協力に関する覚書

2015.12.28 覚書に基づく確認書

2024.12.21
日本国富山県とインド共和国アンドラプラデ
シュ州の交流･協力に関する覚書

大韓民国・江原特別自治道

　県では、さまざまな国や地域と交流･協力等に関する協定等を締結しており、今後も経済・貿易を
はじめ、さまざまな分野での相互交流が期待されています。

ロシア連邦･沿海地方

中華人民共和国･遼寧省

インド共和国
アンドラプラデシュ州

地
方
創
生
局 アメリカ合衆国・オレゴン州

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



部 海外自治体･機関等 締結年月日 協定等の名称

生
活
環
境

文
化
部

台湾
澎湖県探索未来発展協会

2019.5.24
富山マラソンと菊島澎湖跨海マラソンとの友
好提携に関する協定書

2009.10.26
日本国富山県知事のスイス連邦バーゼル･
シュタット州訪問に際する医薬品分野に関
する宣言

2018.8.24
日本国富山県とスイス連邦バーゼル・シュ
タット州との医薬品分野などの交流に関する
協定書

2009.10.27
日本国富山県とスイス連邦バーゼル･ラント
シャフト州との間の医薬品分野の交流協力
に関する協定書

2018.8.24
日本国富山県とスイス連邦バーゼル･ラント
シャフト州との医薬品分野などの交流に関
する協定書

台湾
財団法人台湾デザインセン
ター

2016. ８.10
富山県総合デザインセンターと財団法人台
湾デザインセンターとの連携に関する覚書

タイ王国･工業省 2014.12.19
タイ王国工業省と日本国富山県のパート
ナーシップに関する覚書

ベトナム社会主義共和国
計画投資省

2022.12.19
富山県とベトナム社会主義共和国計画投資
省との経済交流の強化に関する覚書

香港・貿易発展局 2017. ２.14
富山県と香港貿易発展局の相互協力に関
する覚書

中華人民共和国･雲南省
中国科学院昆明植物研究所

1996. ４.26
日本国富山県中央植物園と中華人民共和
国中国科学院昆明植物研究所との友好提
携に関する協定書

中華人民共和国･雲南省
中国科学院昆明植物研究所

2000.10.13
日本国富山県中央植物園と中華人民共和
国中国科学院昆明植物研究所との共同研
究に関する合意書

英国・オックスフォード大学
植物園･樹木園

2018. ６. ７
（2023.６.７更

新）

富山県中央植物園とオックスフォード大学植
物園･樹木園との友好提携に関する覚書

中華人民共和国・遼寧省
大連港口管理局

1985. ５. ８
日本国伏木富山港と中華人民共和国大連
港との友好港提携協議書

ロシア連邦
ウラジオストク商業港株式会社

2017. ７. ７
日本国伏木富山港とロシアウラジオストク商
業港との新たな友好提携に関する協定書

教
育
委
員
会

中華人民共和国･遼寧省 1994.11.25
富山県･遼寧省スポーツ相互交流に関する
協定書

農
林
水
産
部

厚
生
部

スイス連邦
バーゼル・シュタット州

スイス連邦
バーゼル・ラントシャフト州

土
木
部

商
工
労
働
部

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 中国(遼寧省等)との交流 
 （１） 遼寧省との交流 

① 遼寧省との友好提携の経緯  

    1979年（昭和 54年）５月、廖承志（りょう しょうし）中日友好協会長（故人）を団長とする

中国の各界代表者が、中日友好の船「明華号」で来県した際、一行の中に遼寧省代表が含まれ

ており、県内各地で交流・交歓を行いました。同年７月には、本県から第９回「青年の船」が

中国を訪れ、遼寧省を中心に各地で友好親善を深めました。  

    両県省は、その後密接な交流を続け、1982 年（昭和 57 年）10 月、知事を団長とする第 12 回

「青年の船」が再び遼寧省を訪れた際、友好県省の締結が提案され、1984 年（昭和 59 年）５月

９日に全樹仁（ぜん じゅじん）省長（故人）以下８名の代表団を富山県に迎えて友好県省が締結

されました。  

② 遼寧省との交流の広がり  

      両県省においては、友好提携以来、各種友好訪問団の相互派遣や、職員・留学生の相互派遣、

工業、農業、水産業、医学、港湾等の技術研修員の受入れ、奨学金の支給、環境、スポーツ、

文化、学校、観光などの幅広い分野にわたる活発な交流が行われています。 

      また、友好県省締結を機に、県省双方の市、医療機関、教育機関、民間団体・企業等の間で友

好関係が結ばれるなど、全県省が一体となった交流が積極的に行われています。 

2020年（令和２年）５月には、日本と外国の自治体の姉妹自治体提携等に基づく活動のうち、

創意と工夫に富んだ取組みを行っている団体として、友好県省締結 35 周年を迎えた本県と遼寧

省との友好交流の取組みが、総務省と（一財）自治体国際化協会が実施する、第 14 回自治体国

際交流表彰（総務大臣賞）を受賞しました。 

2024年（令和５年）には、友好県省締結 40 周年の節目を迎え、書記・知事のトップレベルの

相互訪問が実現し、両県省の「交流と協力のさらなる強化に関する覚書」への署名を行いまし

た。さらに、議会、企業支援、民間交流という各分野の団体同士でも覚書を取り交わしたほか、

両県省の大学生による相互往来など、実り多き交流が行われました。 

 

③ 遼寧省の概要 

  〈面積〉   約 14.8万ｋ㎡ (富山県の約 35倍) 

    〈人口〉  4,155 万人 （富山県の約 42倍） ※2024年末現在  

    〈省長〉  王 新偉 （2025年 3月～） 

  〈民族〉  漢族のほか、満族、モンゴル族、回族、朝鮮族、シボ族など 51の少数民族が存在しま

す。  

    〈地勢〉  中国東北地方の南部に位置し、南は黄海、渤海に臨み、南西は河北省と、北西は内蒙

古自治区、北東は吉林省、南東は鴨緑江を隔てて北朝鮮と境を接しています。 

    〈気候〉  温帯湿潤・半湿潤モンスーン気候に属し、四季の区別が明確です。省政府所在地であ

る瀋陽市の冬季（12 月～２月）の平均気温は－９℃、夏季（６月～８月）の平均気温は

25℃です。年間平均降水量は 978㎜、年間平均日照時間は 2,432時間です。  

  〈産業〉 農業は、トウモロコシや水稲等の穀物の生産

が中心に行われ、近年野菜の生産も盛んにな

っています。 

               工業は、鉄鋼、石油化学、冶金、設備関連

の製造等の重工業が発達しています。近年、

工業ロボット、バイオ製薬、電子商取引等の

振興産業の育成や、生産型サービス業の発展

を促進しています。また、鉄鉱石、石炭など

の天然資源に恵まれています。 

           中央政府が打ち出した「東北振興政策」戦

略のもと、中国（遼寧）自由貿易試験区を設

立する等、外資の導入により対外開放の拡大

を進めていくこととなっています。 

  〈GRP〉 32,612.7億元（2023年）   GRP：Gross Regional Product 域内総生産 

 

 

 

 

 

 



 



 



 



 



 



 





 



 

  



 

  



 

  



 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



令和６年度遼寧省との交流事業実績

所属名 事業名 事業内容 実施時期

地方創生局 中国観光誘客促進PR事業
遼寧省との友好県省締結40周年記念事業の一環として、
瀋陽・大連において、観光PRイベントや商談会等を開催

R6.5

地方創生局
遼寧省観光プロモーション
強化事業

大連の旅行会社を招聘し、県内観光事業者との商談会や
県内観光地の視察を実施

R6.10

生活環境文
化部

国際交流員等の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語学指導
等を行う遼寧省出身の中国語国際交流員を配置

通年

生活環境文
化部

経済・貿易連絡員の配置
中国遼寧省との「交流と協力の深化に関する覚書」に基
づき、経済・貿易連絡員を１名配置

通年

生活環境文
化部

富山県・遼寧省友好県省締
結40周年記念事業

富山県・遼寧省友好県省締結40周年を記念し、友好代表
団の受入（４月）、友好訪問団の派遣（５月）、大学生
訪中団の派遣（９月）、大学生訪日団の受入（11月）な
どを実施し、富山県と遼寧省の交流の活性化を図る。

R6.4月～R6.11月

生活環境文
化部

富山県職員派遣事業（遼寧
省）

職員１名を派遣し、瀋陽師範大学で中国語を習得させる
とともに、省政府機関及び関係団体等で両県省間の連絡
調整を実施

通年

生活環境文
化部

遼寧省留学生受入事業 富山大学に、遼寧省からの留学生を受け入れる。 通年

生活環境文
化部

松村謙三記念　富山県・遼
寧省友好奨学金交付事業

遼寧省内の大学又は高校で日本語を学ぶ優秀な学生116
名（大学生30名、高校生86名）に奨学金を交付

通年

生活環境文
化部

日中友好交流事業
「富山県・中国遼寧省友好
県省締結40周年、芸文協・
遼寧省文学芸術界連合会友
好提携25周年記念事業」

中国遼寧省作家の美術作品48点を展示した日中合同美術
展の開催を支援

R6.9.14～R6.9.16

生活環境文
化部

とやま国際こども美術展
2024（第７回とやまこども
舞台芸術祭と併催）

子どものための舞台公演や海外の子どもの絵画展の開催
を支援

R6.8.3～R6.8.4

生活環境文
化部

県民芸術文化祭2024　総合
フェスティバル

総合フェスティバルにおいて、チェコ・プラハの芸術団
体を招へいし、国際交流公演を実施。
また、開催期間中に海外のこどもの絵画を展示

R6.9.14～R6.9.16

教育委員会 国際スポーツ交流事業費
環日本海4地域による環日本海インターハイ親善交流大
会を富山県で開催

R6.8.6～11

教育委員会 環日本海諸国交流推進事業
中国・遼寧省図書館、韓国・春川教育文化館と図書資料
を交換

通年

議会事務局
遼寧省人民代表大会訪問団
の受入れ

遼寧省人民代表大会訪問団５名を受入れ、県議会表敬や
県内企業視察、交流会の開催等を実施
ガラス美術館、前田薬品

R6.5.30～31

議会事務局 中国遼寧省図書交流事業

遼寧省が特に関心のある分野の図書を寄贈
寄贈先：①莫子山都市書房
　　　　　②瀋陽万科中日産業園
※友好県省４０周年を記念し２カ所
（事業主体：富山県日中友好団体連合会）

R7.1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２） 上海市との交流 

  ① 上海市との交流の経緯 

2005年（平成 17年）11月、知事が上海を訪問し、龔 学平（きょう がくへい）上海

市人民代表大会常務委員会主任と会談した際、富山－上海便の就航を契機として、経済、

文化、教育等の分野において双方が交流を推進していくことが合意されました。 

 

  ② 上海市との交流の広がり 

人材交流の面では、2006 年（平成 18 年）９月から本県の職員を派遣するとともに、

2007年（平成 19年）４月からは、上海市より国際交流員を受け入れています。 

また、中国経済を牽引する上海市には、県内から多くの企業が進出しています。 

2013年（平成 25 年）11月には、富山県立図書館と上海図書館との間で協定が結ばれ、

2014 年（平成 26 年）３月に県立図書館内に上海図書館からの寄贈図書『上海の窓』コー

ナーが開設されるなど、交流が広がっています。 

 

  ③ 上海市の概要 

  〈面積〉  6,340.5ｋ㎡ (富山県の約 1.5倍)  

    〈人口〉 2,480.26万人 (富山県の約 24倍) ※2024年末現在 

    〈市長〉 龔 正（2020年７月～） 

  〈民族〉 漢族が全人口の 99％を占めています。  

    〈地勢〉 江蘇省・浙江省に隣接し、長江河口と杭州湾に南北を挟まれ、東シナ海に突き

出す長江デルタの沖積平原上に位置しています。平均海抜は約４ｍ。江南の水郷

地帯に属し、域内を大小の河川が縦横に交錯しています。また、長江河口部の島

嶼も管轄し、崇明島（中国第３位の面積をもつ島）など多くの島を域内に抱えま

す。 

    〈気候〉 気候は亜熱帯海洋性気候に属し、四季がはっきりしています。夏は高温多湿、

冬は寒さが厳しく乾燥します。年間平均気温 18.8度、年降水量 1,620.0ミリ。  

  〈産業〉 2024 年のＧＲＰを産業別に見ると、

第一次産業が 99.70 億元、第二次産業

が 11,637.57 億元、第三次産業が

42,189.44 億元で第二次産業、第三次

産業の比率が高くなっています。第二

次産業のうち工業総産値ベースでは電

子情報製品、自動車、石油化学・精密

化学工業、プラント設備が高い割合を

占めています。第三次産業においては、

金額ベースで卸売・小売、金融、不動

産が上位を占めています。 

   〈GRP〉53,926.71億元（2024年）   GRP：Gross Regional Product 域内総生産 

 

 

 

 



④令和６年度上海市との交流事業実績 
◎県関係事業 

局部   事 業 名 内 容 時期（期間） 

生活

環境

文化

部 

 
中国語国際交流員（上海市）の配 

置 

国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、

語学指導等を行う上海市出身の国際交流員１名を

配置。 

通年           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３） 雲南省との交流 

  ① 雲南省との交流の経緯と広がり 

1991 年（平成３年）３月、民間交流の一環として雲南の植物贈呈を打診されたこと 

が契機となり、富山県と雲南省との交流が始まりました。 

1992 年（平成４年）８月には、雲南省友好代表団が来県し、知事を表敬訪問しま 

した。 

その後、富山県と雲南省が実務協議を重ね、雲南植物と石林の石の導入に関する双方

の合意が整い、中央植物園に「雲南コーナー」が作られるとともに、計画的な植物導

入とこれに伴う栽培技術指導職員の派遣が行われることになりました。 

1996 年（平成８年）４月には、中央植物園の開園式に合わせ、中国雲南省友好訪日 

代表団が来県し、「富山県中央植物園と中国科学院昆明植物研究所との友好提携が調 

印されました。2001 年（平成 13 年）度から 2019 年（令和元年）度までに、21 名の 

技術研修員を受け入れており、2023 年（令和５年）からはとやま研修員として受入を

継続しています。 
 

  ② 雲南省の概要 

  〈面積〉  39.4 万ｋ㎡ （日本の面積とほぼ同じ)  

    〈人口〉 4,655 万人  （富山県の約 46 倍） ※2024 年末現在  

    〈省長〉 王 予波（2021 年１月～） 

  〈民族〉 少数民族自治区以外の省で少数民族が最も多い（省人口の約３分の１が少数

民族） 

    〈地勢〉 中華人民共和国の最西南部に位置し、標高は 80ｍから 6,700ｍにわたります。

ベトナム、ラオスと国境を接し、南部から西部にかけてミャンマーと接してい

ます。北西部はチベット自治区、北部は四川省、北東部は貴州省、東部は広西

チワン族自治区と接しています。石林、大理、シーサンパンナ、麗江等全国的

に有名な観光地が多くあります。 

    〈気候〉 南部の低地と北部の高山地帯で気候が大きく異なり、多様な気候のため動植

物の種類が豊富です。省都の昆明市は亜熱帯湿潤モンスーン気候に属し、四季

を通じて春のような気候であることから「春城」とも呼ばれます。年間平均気

温は 18.1 度で、冬季（12 月～２月）の平均気温は 11.2 度、夏季（６月～８月）

の平均気温は 22.5 度です。年平均降水量は 887.2 ミリ（最も多い地域では

2,040 ミリ、最も少ない地域では約 354.2ミリ）で、年平均日照時間は 2,025.7

時間です。 

  〈産業〉 生物資源開発産業（花卉、天然素

材、バイオ化学、環境、健康食品等）、

鉱物資源、タバコ産業、コーヒー産

業、観光業が主たる産業です。 

雲南省は、ベトナム、ラオス、ミ

ャンマーと国境を接し、大メコン河

流域（ＧＭＳ）開発計画により、メ 

コン河を利用した国際水運(中国―ラ 

オス―ミャンマー―タイ)の客運が開 

始されました。2005 年７月に中国・ＡＳＥＡＮ自由貿易協定（ＡＣＦＴＡ）が

発効したことにより、ＡＳＥＡＮとの経済交流が急速に拡大し、近年は南アジ

アとの貿易も活発になっています。昆明―バンコク間の高速道路の整備も進ん

でおり、2021年 12月には昆明―ラオス・ヴィエンチャンの間で開通しました。 

  〈GRP〉31,534.10 億元（2024 年）  GRP：Gross Regional Product 域内総生産 

 



 



 



 



 

 



③令和６年度　雲南省との交流事業実績

所属名 実施時期

生活環境
文化部 R6.7～11

事業名 事業内容

海外研修員とやま魅力体験
事業

中国・雲南省よりとやま研修員を受入れ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４） 広東省との交流 

  ① 広東省との交流の経緯と広がり 

2010 年（平成 22 年）５月、知事が広東省を訪問し、黄 華華（こう かか）広東省

長等と会見したほか、会見後に戸高観光・地域振興局長と楊旅游局長が、今後の両県

省間の観光協力・交流を約する協定を締結したことから交流が始まりました。 

広東省は、訪日団体観光の盛んな地域で、今後の交流の深化が期待されます。 

 

  ② 広東省の概要 

  〈面積〉 179,700ｋ㎡（富山県の約 42 倍） 

    〈人口〉 12,780万人（富山県の約 124倍）※2024年末現在の常住人口 

    〈省長〉 孟 凡利（2025年 10月～） 

  〈民族〉 漢族が全人口の 99％を占めています。  

    〈地勢〉 中国南部の南シナ海沿岸に位置しています。北は福建省、江西省、湖南省と

接し、西は広西チワン族自治区と接しています。また、南西に、かつて広東省

の一部だった海南省があります。省の南には香港、マカオの両特別行政区が存

在し、香港との境界に深圳経済特区を、マカオとの境界に珠海経済特区を有し

ています。 

    〈気候〉 気候は、サバナ気候から温暖湿潤気候への移行部に当たる温帯夏雨気候で、

夏に高温多湿、冬に温暖少雨となります。年間平均気温は 22.7℃で、年平均降

水量は 2133.8 ㎜です。 

  〈産業〉 深圳、珠海の経済特区を有する広東

省は、経済的に非常に裕福な省で、省

レベルの GDP が全国１位となっていま

す。産業別に見ると、第一次産業が

5,837.03 億元（4.1%）、第二次産業が

54,365.47 億元（38.4%）、第三次産業

が 81,431.31億元（57.5%）で第二次産

業、第三次産業の比率が高くなってい

ます。業種としては電子・電機産業、

自動車産業、金融、サービス業、観

光・レジャー業の発展が重点とされて

います。 

  〈GRP〉 141,633.81 億元（2024年）  GRP：Gross Regional Product 域内総生産 
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４ ブラジル・サンパウロ州との交流 
 

① 友好提携の経緯 

1910年（明治 43年）に始まる本県出身者のブラジルへの移住以来、富山県とサンパウロ州は、海 

外技術研修員・多文化共生推進研修員・留学生の受入れ、日本語教師の派遣、青年の翼や南米親善

訪問団の派遣、そして富山市、高岡市のサンパウロ州内都市との友好提携や本県企業の現地での操 

業などを通して、密接な交流活動を展開してきました。 このような交流の実績をふまえ、1983 年

（昭和 58 年）青年の翼名誉団長として訪伯中の中沖知事が、サンパウロ州知事に友好提携を申し入

れました。 その後、置県 100年記念訪問団や定期訪問団による実務協議を受け、1985年（昭和 60年）

３月サンパウロ州知事から、友好提携協定締結の合意の書簡が届きました。 

1985年（昭和60年）７月18日、中沖知事ほか12名が訪伯し、サンパウロ州との相互理解を深め、

友好関係を更に推進するため、協定書に署名し、友好提携の締結を行いました。 

 

② 交流の広がり 

友好提携以来、サンパウロ州とは、南米定期訪問団の派遣や州政府推薦の多文化共生推進研修員

の受入れのほか、サッカーコーチや文化人の招へい、日本文化図書等の寄贈、児童生徒作品展の相

互開催などにより交流を深めてきました。 また、1995 年（平成７年）に友好提携 10 周年を記念し

て、富山県サンパウロ州友好記念奨学金制度を創設し、将来の両県州の友好の架け橋となる人材の

育成に努めています。 

2022 年（令和４年）には、横田副知事を団長とする南米訪問団が訪伯し、第３アリアンサ入植 95

周年を祝い、記念式典に出席したほか、サンパウロ州政府、ブラジル富山県人会との交流・意見交

換を行いました。 

     

③ サンパウロ州の概要  

〈面積〉 248,219.4平方キロメートル （富山県の約 58倍） （2022,ブラジル地理統計院（IBGE）） 

〈人口〉 4,441万人 （富山県の約 43倍） （2022,IBGE） 

ブラジル国内には、約 270万人の日系人が生活していると推計されています。 

（2023,外務省「海外日系人数調査」） 

〈知事〉 タルシジオ・ゴメス・デ・フレイタス（2023年 1月 1日～） 

〈民族〉先住民のほか、ヨーロッパ系（主にポルトガル、スペイン、イタリア、ドイツ）、アフリカ系、

アジア系（日本、中国、韓国）、アラビア系（シリア、レバノン、トルコ）などの多様な人種

系統から構成されています。 

〈地理〉 ブラジル南東部に位置し、州の大半に高度 300km から 700km の台地があります。沿岸部は幅

40km程の細い平野の地形で、台地との境目に山脈が存在します。台地の西側は高低差 200mほ

どの凹形の窪地となっています。 

〈気候〉 南半球のブラジルでは夏と冬が日本とは逆になります。北西部と中心部を含む州の大半は熱

帯気候で、南回帰線周辺は亜熱帯気候です。 

〈産業〉 同州は、ブラジルにおける工業・商業・金融の中心地で、その GDP はブラジル全体の約３割

以上を占めています。 大サンパウロ圏を中心に金属・機械、電気・電子、自動車、化学、薬

品、繊維、紙パルプ、食品、航空機等あらゆる分野の工業が集中しています。 気候、土壌に

も恵まれていることから、農業面でも大きな発展を遂げており、オレンジ、サトウキビ、コ

ーヒー、大豆、花卉などの栽培及び牧畜が盛んです。 

〈GDP〉 約 2.7兆レアル （ブラジル国内の約３割） （2021,IBGE） 

  南米大陸におけるブラジルの位置  サンパウロ州の位置 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



 



 



令和６年度サンパウロ州との交流事業実績

部局 事業名 内容 実施時期

生活環境
文化部

国際交流員の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語学指導
等を行うサンパウロ州出身の国際交流員を配置

通年

生活環境
文化部

富山県・サンパウロ州友好
記念奨学金

サンパウロ大学において日本文化、日本語などを学ぶ学
生に対して奨学金を支給

通年

生活環境
文化部

県費留学生受入事業（南米
子弟等）

海外に移住した富山県出身者の子弟等を県内の大学等に
留学生として受入れ

通年

農林水産部
第25回サンパウロ日本祭り
「第１回ふるさと“いいも
の”展」出展

第25回サンパウロ日本祭り「第1回ふるさと“いいも
の”展」出展

R6.7.12～R6.7.14

生活環境
文化部

多文化共生推進研修員受入
事業

ブラジル・サンパウロ州より教育経験のある人材を受け
入れ、日本の教育制度の修得とともに、外国籍児童への
学習支援を実施

R6.7～R7.6

生活環境
文化部

とやま国際こども美術展
2024（第７回とやまこども
舞台芸術祭と併催）

子どものための舞台公演や海外の子どもの絵画展
の開催を支援

R6.8.3～R6.8.4

生活環境
文化部

県民芸術文化祭2024　総合
フェスティバル

総合フェスティバルにおいて、チェコ・プラハの
芸術団体を招へいし、国際交流公演を実施。
また、開催期間中に海外のこどもの絵画を展示

R6.9.14～R6.9.16

生活環境
文化部

富山県人会世界大会開催準
備事業

総務省「日本にゆかりのある方々と国内自治体との連携
促進事業」を活用し、ブラジル・サンパウロ市におい
て、南北アメリカ地域の人的ネットワーク構築・強化の
ため、ブラジル富山県人会を含む同地域の県人会やＪＥ
Ｔ経験者などの富山県ゆかりの人々が一堂に会するイベ
ントを開催

R6.10.5～R6.10.6

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ アメリカ・オレゴン州との交流 
① 友好提携の経緯  

「国際立県」を推進する本県にとって、日本と政治・経済・文化等あらゆる面で最も結びつきの強いアメ

リカ合衆国の州と友好関係を確立し、交流を進めていくことは非常に意義深いことと言えます。  

このため、アメリカ 50州の中で、太平洋岸に位置し、親日的で、自然環境や気候風土、州民性など本県

と類似点が多く、県民が親しみを感じることのできる州であるオレゴン州に、1989年（平成元年）、知事を

名誉団長とする「富山県青年・女性海外派遣団」一行が初めて訪問し、ホームステイ等を通して州民との

交流を図りました。その後、県内でのオレゴン・フェアの開催、県からの日本語教師の派遣及び州教育研

究者の受入れ、県職員の派遣及び州政府職員の受入れなどの交流を積み重ねてきた結果、1991 年（平成３

年）10月19日に、ロバーツ オレゴン州知事を富山県に迎えて富山県とオレゴン州との友好提携が締結さ

れました。 
 
② 交流の広がり  

友好提携以来、富山県とオレゴン州は、職員や教育職員の相互派遣のほか、実務協議団や友好訪問団の

派遣・受入れ、教育視察団の受入れなど各種友好交流事業を行ってきました。 

1996年の友好提携５周年、2001年の 10周年、2006年の 15周年には友好訪問団の相互派遣のほか、各種

記念事業を実施しました。両県州間の交流事業の中でも特に、５周年記念事業として実施した｢富山カップ

日本語スピーチコンテスト｣は大学生を対象とした州内唯一の日本語スピーチコンテストとして定着してお

り、2008年度からは、地元スポンサー企業の協力により、最優秀賞受賞者を富山に招待することができるよ

うになるなど、オレゴン州に根付いた事業となっています。 

県内市町村では、入善町がオレゴン州のフォレストグローブ市と友好提携を締結しているほか、友好県

州締結後、様々な民間団体がオレゴン州の団体と友好提携を行いました。 

2021年には友好提携 30周年を迎え、これを記念して 2022年に富山県・オレゴン州友好提携 30周年記念

友好訪問団をオレゴン州に派遣し、今後の交流における重点分野を確認するための覚書（MOU）を締結しま

した。2023 年 12 月には新田知事がコテック知事とオンラインで懇談し、覚書による交流深化について確認

しました。今後より一層幅広い分野における連携が期待されます。 

 

③ オレゴン州の概要  

 〈面積〉 254,805ｋ㎡（富山県の約 59倍）  

 〈人口〉 4,272,371人（富山県の約４倍、2024年） 

〈知事〉 ティナ・コテック 

(民主党：2023年１月～ 現在１期目) 

 〈民族〉 白人：72.2％、黒人：2.1％、アメリカンインディアン 

及びアラスカ原住民：1.5％、アジア人：5％、 

ハワイ原住民及びその他の太平洋諸島民：0.49％、 

二種以上の混血：11.6%（2025年） 

 〈地勢〉 アメリカ合衆国の西北部の太平洋岸、カリフォルニア 

州の北、ワシントン州の南に位置します。州の東側一帯 

にはコロンビア台地が広がり、中央部西(海岸)寄りには 

カスケード山脈が縦走しています。また、海岸地帯北部 

の東側には平坦な広い肥沃な農地が広がっており、南部は低い山々とそれが囲む盆地、そしてゆる

やかな丘陵が連なっています。コロンビア渓谷、クレーター・レーク国立公園、マウント・フッド

山（標高 3,424ｍ）などが観光地として有名です。  

 〈気候〉 気候は温和、四季の変化も豊かで雪も少なく、ハリケーン、地震等の災害とはほとんど無 

縁です。州都であるセーラム市の 12月の平均気温は 4.4℃、８月の平均気温は 19.4℃、年間降水量

は 1018mmです。  

 〈産業〉 オレゴン州の主要産業は、ハイテク産業、農業、木材産業、水産業、環境産業、観光産業です。世

界的な半導体企業が最大の研究・開発拠点をオレゴン州に置くなど、シリコン・フォレストと呼ば

れる一大ハイテク産業集積拠点を形成しており、ハイテク産業は輸出総額の３分の１を占める州内

最大の産業となっています。このほか、複数の世界的なスポーツアパレルメーカーがオレゴン州に

世界本社を置いており、スポーツアパレル分野でも世界をリードしています。また、オレゴン州の

森林面積は州の陸地面積の約 46％を占め、オレゴン州は全米最大の製材産出州です。 

〈ＧＤＰ〉 3188億ドル ※名目 GDP（2024年、米国経済分析局） 

 



 

     

  



      



 

 

 

 

  



 



令和６年度オレゴン州との交流事業実績

部局 事業名 内容 実施時期

経営管理部
ポートランド起業・ビジネ
ス研修

「起業家の街」であるポートランド等の起業家や大学生
との交流を通じ、グローバルマインドや起業家マインド
を養成する目的で、県内大学生等20名をオレゴン州ポー
トランドやカリフォルニア州シリコンバレー地域に派遣

R7.2.16～3.1

生活環境
文化部

英語国際交流員等の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語学指導
等を行うニューメキシコ州出身の国際交流員を配置

通年

生活環境
文化部

富山カップ日本語スピーチ
コンテスト

オレゴン州内の大学生等を対象とした日本語スピーチコ
ンテストをオンラインにて開催

R6.4.21

生活環境
文化部

オレゴン州職員派遣事業 オレゴン州に県職員を派遣
R6.8月～R8.2月
（予定）

生活環境
文化部

とやま国際こども美術展
2024（第７回とやまこども
舞台芸術祭と併催）

子どものための舞台公演や海外の子どもの絵画展の開催
を支援

R6.8.3～8.4

生活環境
文化部

県民芸術文化祭2024　総合
フェスティバル

総合フェスティバルにおいて、チェコ・プラハの芸術団
体を招へいし、国際交流公演を実施。
また、開催期間中に海外のこどもの絵画を展示

R6.9.14～9.16

生活環境
文化部

オレゴンカップ英語プレゼ
ンテーションコンテスト

富山県内において、大学生（県内及びオレゴン州）を対
象とした英語プレゼンテーションコンテストを開催

R6.12.15

教育委員会
とやまの高校生留学促進事
業

異文化理解を深め、海外の国との友好親善に寄与する人
材の育成を図るため、県内高校生等の海外留学を支援

通年



６ ロシア・沿海地方との交流 

 

① 友好提携の経緯  

富山県とロシアは北洋材の輸入をはじめ、長年主要な貿易相手国であり、特にロシア極東地域と

は古くから結びつきが強く、地理的にも近距離にあることから人的往来も盛んに行われてきました。  

   また、おりからの東西の緊張緩和と対岸諸国の経済・社会における潮流の変化を受け、環日本海

交流圏と呼ぶべきグローバルな経済・文化圏形成の動きが見られ、両地域間においても相互に関心

と交流ニーズが高まりました。  

   このような情勢のなかで、富山県では沿海地方を軸とする文化・芸術・スポーツなど幅広い分野

にわたる交流を展開した結果、1992 年（平成４年）８月 26 日に、クズネツォフ沿海地方知事以下

10名の代表団を富山県に迎えて、富山県と沿海地方との友好提携を締結しました。 

 

① 交流の広がり 

県と沿海地方の友好提携と前後して、1991年（平成３年）７月に富山空港とウラジオストク空

港、1992年（平成４年）８月に伏木富山港とウラジオストク商業港との友好提携が締結され、伏

木港－ウラジオストク商業港間の定期貨客船が 1993年に、富山空港－ウラジオストク空港間の定

期航空便が 1994年にそれぞれ就航しました。 

また、両県地方では、県費留学生、技術研修員の受入れなど人的交流の推進、渡り鳥の共同調査

等の環境協力、スポーツ・文化を通じた青少年交流など幅広い分野にわたる活発な交流が行われて

います。その交流は、県内の国際交流団体等が沿海地方内の団体と提携を行うなど、市民レベルに

も確実に広がってきています。 

   2017年（平成 29年）７月には県と沿海地方が友好提携 25周年を迎えたことを記念し、富山県友

好訪問団等が派遣され、「貿易・経済・人的及び文化交流・協力のための協定書」が締結されました。 

 

② 沿海地方の概要  

〈面積〉   164,700ｋ㎡（富山県の約 39倍） 

〈人口〉   179万 9,659人（富山県の約２倍）※2025年 1月現在、沿海地方国立統計局 

〈知事〉  オレグ・コジェミャコ（知事）（2018年 12月～）※2023年９月再選 

〈民族〉  ヨーロッパスラブ系民族（ロシア民 

族、ウクライナ民族）が人口の大多 

数を占めています。 

〈地勢〉 ロシア連邦の南東部に位置し、北は 

ハバロフスク地方、西及び南西は中国 

 から北朝鮮に接し、東及び南は日本海 

に面しています。シハテ・アリン山脈 

（最高 2,077ｍ）の南半分が地方の大  

半を占め、森林が全土の 70％に及びま 

す。西部はプリハンカイスキー低地に   

占められ、中国との国境となっている 

ウスリー川が北上してアムール川に至 

っています。海岸部は岬や入り江に富 

み、天然の良港としてウラジオストク港、ナホトカ港など大きな港があります。  

〈気候〉 モンスーン型気候であり、冬は内陸の影響を受け気温が低く乾燥して晴天の日が続き、夏は 

海洋の影響を受けて高温多湿な空気が浸入し曇った日が続きます。中心都市であるウラジオ

ストク市の１月の平均気温は-16.5℃前後、７月の平均気温は20℃前後、年間降水量は約800mm

です。  

〈産業〉 沿海地方の主な産業は、漁業・水産加工業、電力生産、石炭工業、機械製作・船舶修理、工 

業、林業・木材加工業等です。また、陸運、海運の輸送交通はロシア東部の窓口として重要

な役割を担っています。 

〈GDP〉 １兆 9000億ルーブル ※2024年、ロシア連邦統計局（沿海地方支部） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



所属名 事業名 事業内容 実施時期

生活環境
文化部

国際交流員の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語学指導
等を行うロシア語国際交流員を配置

通年

生活環境
文化部

とやま国際こども美術展
2024（第７回とやまこども
舞台芸術祭と併催）

子どものための舞台公演や海外の子どもの絵画展を開催
R6.8.3～
R6.8.4

生活環境
文化部

県民芸術文化祭2024　総合
フェスティバル

総合フェスティバルにおいて、チェコ・プラハの芸術団
体を招へいし、国際交流公演を実施。
また、開催期間中に海外のこどもの絵画を展示

R6.9.14～
R6.9.16

生活環境
文化部

NEAR環境分科委員会の推進
北東アジア地域自治体連合（NEAR）環境分科委員会をオ
運営し、「2016とやま宣言」に基づく実施状況や今後の
プロジェクトなどの協議を実施

通年

生活環境
文化部

北東アジア青少年環境活動
リーダー育成事業

北東アジア地域の青少年を対象に、講演や意見交換、環
境保全活動等を通じて、グローバルな視点で地域の環境
保全に取り組む人材を育成（オンラインで実施）

R6.8.8～9

生活環境
文化部

北東アジア地域環境ポス
ター展推進事業

北東アジア地域の次代を担う子どもたちから「環境の保
全」をテーマとしたポスターを募集し、優秀な作品を展
示

R6.10.12～13

生活環境
文化部

海岸生物調査
北東アジアの各地域に生息する生物に関する情報の収
集、指標生物の生息調査を実施

R6.7～9

生活環境
文化部

フォトコンテスト「Eco-
selfie－自撮りで環境保
護」

北東アジア地域の環境保護に関する写真を募集し、SNS
で優秀作品を紹介

R6.5～12

生活環境
文化部

北東アジア地域生物季節調
査

地球温暖化・気候変動について、北東アジア地域の自治
体が連携して市民レベルでの対策を促すため、身近な指
標を用いて温暖化の状況をモニタリングする。

R6.4～12

生活環境
文化部

漂着物の発生抑制に関する
学習･啓発事業

海岸漂着物の調査活動や発生抑制対策の啓発を展開 通年

令和６年度沿海地方との交流事業実績

 

 


